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『金
玉
要
集
』
覚
書

―
そ
の
本
文
を
中
心
に
―

一

内
閣
文
庫
蔵

『金
玉
要
集
』
は
、
重
要
な
唱
導
資
料
と
し
て
、
諸
氏

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
本
文
も
部
分
的
に
翻
刻
さ
れ
て
い
た
も
の

の
、
全
貌
は
未
紹
介
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
び

『磯
馴
帖
　
村
雨

篇

（以
下
、
磯
馴
帖
こ

（伊
藤
正
義
氏
監
修
　
平
成
１４
　
和
泉
書
院
）
の
中
に

全
文
翻
刻
が
収
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
作
品
の
み
な
ら
ず
、
説
話

・

唱
導
研
究
に
と

つ
て
も
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し

て
、
本
作
品
を
全
体
的
に
見
渡
そ
う
た
す
る
試
み
も
、
近
本
謙
介
氏
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

稿
者
も
翻
刻
に
携
わ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
者
だ
が
、
本
稿
で
は
、

そ
の
作
業
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
気
付
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。
知
識
不
足
や
誤
読
な
ど
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
恐
れ
る
が
、

今
後
の
研
究
に
多
少
な
り
と
も
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
に
引
用
す
る

『金
玉
要
集
』
本
文
は
、
基
本
的
に

「磯

馴
帖
』
の
も
の
を
用
い
る
が
、　
一
部
私
に
補
訂
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

山
崎
　
一浮

項
目
の
見
出
し
は
、
「磯
馴
帖
』
の

「目
録
」
（１３８
～
Ｄ
頁
）
に
従
う
。
ま

た
、
引
用
本
文
の
後
の

（閻
下
４
）
な
ど
と
い
う
記
述
は
、
「磯
馴
帖
』

で
の
頁

・
段

・
行
を
示
し
て
い
る
。

二

「金
玉
要
集
』
の
書
誌
情
報
や
書
写
状
況
に
つ
い
て
は
、
「磯
馴
帖
』

の
解
題
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
少
し
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

本
書
は
四
冊
か
ら
な
り
、
十
の
目
録
を
備
え
て
い
る
。
「磯
馴
帖
』
で

の
分
類

〔第

一
〕
～

〔第
十
〕
は
、
こ
れ
ら
の
目
録
に
基
づ
い
て
お
り
、

〔第

一
〕
～

〔第
四
〕
が

一
冊
日
、
〔第
五
〕
〔第
六
〕
が
二
冊
日
、
〔第

七
〕
〔第
八
〕
が
三
冊
日
、
〔第
九
〕
〔第
十
〕
が
四
冊
目
に
相
当
す
る
。

そ
し
て
、
一
面
の
行
数
は
、
〔第

一
〕
〔第
二
〕
〔第
四
〕
〔第
五
〕
〔第
七
〕

〔第
九
〕
〔第
十
〕
が
八
行
、
〔第
三
〕
〔第
六
〕
が
十
行
、
〔第
八
〕
が
九

行
と
、
各
プ
ロ
ッ
ク
で

一
定
で
あ
る
。

書
写
者
は
数
人
い
る
よ
う
で
あ
る
が
∩
磯
馴
帖
』解
題
参
照
）、
〔第

一
〕

〔第
四
〕
〔第
七
〕
が
同
筆
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
〔第
二
〕
〔第
六
〕
が
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同
筆
と
推
定
さ
れ
る
。
残
り
の
プ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
、
〔第
八
〕
は
、
他
と

は
別
筆
と
思
わ
れ
る
。
〔第
二
〕
〔第
五
〕
〔第
九
〕
〔第
十
〕
は
、
互
い

に
同
筆
か
別
筆
か
、
現
在
の
所
、
判
断
し
か
ね
る
。
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
底
本
と
し
た
内
閣
文
庫
蔵
本
以
外
の
伝
本
と
し
て
確
認
さ
れ
る
の

が
、
彰
考
館
蔵
の

〔第
八
〕
抄
出
本
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
「磯
馴
帖
』

解
題
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
底
本
に
は
異
本
注
記
も
あ
る
が
、
〔第

七
〕
に
三
箇
所

（１９‐
上
Ｈ
、
脱
上
１４
、
蘭
上
１３
）
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
」ヽ
の
注
記
に
用
い
ら
れ
た
本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は

知
る
べ
く
も
な
い
。
こ
の
他
に
、
傍
注
や
付
訓
も
散
見
す
る
。

本
文
中
に
は
、
し
ば
し
ば

「○
」
で
翻
刻
し
た
記
号
が
見
ら
れ
る

（１５７

下
７
、
‐５８
上
１７
、
‐６７
下
３
、
Ｕ
上
１
、
１７９
上
１８
‐９
、
‐７９
下
５
～
８
、
‐８０
下
１６
、

‐８‐
上
９
１５
、
腰
上
７
、
‐８９
上
じ
。
例
え
ば
、
〔第
六
〕
「為
弟
子
施
主
段
」

の
末
尾
に
は
、

化
功
帰
已
ノ
故
、
松
門
風
静
．ラ
テ
○
刻
劃
、
凡
霊
皆
離
苦
域
。

（‐８９
上
１７
～
‐８
）

と
あ
る
。
「静
．ラ
ご
以
降
に
何
か
文
言
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
は
他
の
唱
導
資
料
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
右
の
例
の
傍
線
は
、
前
の
部
分
を
見
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
実
際
、
こ
れ
よ
り
前
に
位
置
す
る

〔第
六
〕
「為
師
範

施
主
段
」
の
末
尾
に
は
、

個
功
刷
副
ヨ
咽
「
湘
詞
翻
劉
「
ョ
、
四
曼
陀
之
事
久
匂
、
竹
窓
霧

清
、
五
相
論
之
月
鎮
二
明
ナ
う
ｏ
殊
．ス
、
院
内
繁
昌
、
寺
中
快
楽
、

興
隆
仏
法
、
衆
僧
和
合
、
乃
至
、
七
世
恩
所
、
俗
骨
仙
骨
、
併
免

輪
廻
一、
三
界
含
職
、
聖
霊
用
朝
「
Ｊ
刷
当
劃
響

仰
承
．ス
々
。

（
‐８７
下
５
～
９
）

と
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
こ
に
は

一
つ
の
編
集
意
識
を
認
め
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
行
末
に

「
ヽ
」
と
い
う
記
号
ら
し
き
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
る

（
１７‐
上
１５

「図
」
、
明
上
５

「り
」
、
馴
上
３

「
ヨ
」
、
邸
上
１８

Ｆ
２

の
そ
れ
ぞ
れ
下
）。
翻
刻
で
は
全
て
省
略
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

〔第

七
〕
「北
野
天
神
御
事
」
に
、

漸
歩
、、、ヨ
リ

ヽ
／
堂
ノ
前
ノ
案
ノ
上
二
打
置
テ

（
‐９２
上
５
～
６
　
句
読
点
は
省
略
。
改
行
箇
所
に

「／
し

と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
あ
る
い
は
句
読
点
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
も

あ
る
が
、
肥
壮
多
カ
ナ
ル
筑

ヽ
／
紫
牛
ヲ
引
ケ
レ
ト
モ

（‐９６
上
１８
～
‐９
　
前
の
引
用
に
同
じ
）

を
見
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
た
だ
し
、
例
が
少

な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
に
す
る
。

三

「金
玉
要
集
』
の
扱
い
に
く
さ
の
大
き
な
要
因
は
、
そ
の
本
文
に
あ

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
底
本
の

行
数
は

〔第

一
〕
～

〔第
十
〕
各
プ
ロ
ッ
ク
で

一
定
し
て
い
る
し
、
字
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も
、
そ
れ
ほ
ど
読
む
の
に
困
難
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
誤
写

。
当
て
字

・
行
字

・
行
文

・
脱
字

・
脱
文
、
あ
る
い
は

意
味
を
理
解
し
な
い
ま
ま
の
書
写
と
推
測
さ
れ
る
箇
所
が
極
め
て
多

く
、
そ
の
た
め
本
書
は
非
常
に
読
み
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「磯
馴
帖
』
所
収
の
本
文
は
、
「翻
刻
凡
例
」
に
お
い
て
、
「本
書
の
翻

刻
は
校
訂
に
近
い
本
文
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
な
お
解
読
で

き
ぬ
箇
所
が
多
く
、
中
途
半
端
な
結
果
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

と
り
あ
え
ず
参
考
本
文
を
示
し
て
、
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
」
と

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
原
文
に
か
な
り
の
手
を
加
え
た
結
果
の
も
の

で
あ
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
本
節
で
は
、
誤
写
や
脱
字
な
ど
と
推
測
さ
れ
る
箇
所
を
い
く

つ
か
取
り
上
げ
、
試
案
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
以
下
に
挙
げ
る
の
は
、
〔第
九
〕
「泰
澄
大
師
御
事
」
の
最
後

の
部
分
で
あ
る
。

（泰
澄
、
疫
病
を

「十
一
面
ノ法
」
に
よ
っ
て
追
い
払
う
）
其
時
、
授
大

和
尚
位
ラ
ヽ
二凸
園
田
闇
岬
。
神
護
景
雲
元
年
、
御
歳
八
十
六
、
三

料

凱
脚
鍮

熾
騨
訴

脈

饒

誦

蜆

讚

嘲
ｆｌ‐
守

一‐
副
詞
二
ぐ

元
正
天
皇
ノ
御
時
、
霊
亀
二
年
丙
辰
歳
、
始
顕

給
卜
．√
。
四
十
四
代
ノ
帝
、
諸
国
二
々
分
寺
立
、
此
時
也
。
．刊
劃
劃
司

征睾
慇
仁
銹
餡

脇
″
製
勒
、
一日

轡

國

翻

醐
劉
割
糊

制
。
　

　

兌

下
６
～
じ

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
泰
澄
が
遷
化
し
た
後
に
、
補
足
的
に
述

べ
ら
れ
て
い
る

一
つ
目
の
傍
線
部
以
下
の
記
述
で
あ
る

（な
お
、
「泰
澄

大
師
御
事
」
の
大
部
分
は
、
「泰
澄
和
尚
伝
記
」
に
近
い
本
文
を
持
つ
）。
ま
ず

気
付
く
の
は
、
泰
澄
の
名
前
が
七
行
日
の
よ
う
に

「大
朝
」
と
い
う
表

記
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
音
が
通
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
当

て
字
と
考
え
ら
れ
る
が
、
〔第
九
〕
の
目
録
に
も
、
「大
朝
」
と
い
う
表

記

（２‐３
上
５
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
気
に
な
る
。
ま
た
、
九
行

日
で

「
五
人
王
子
ご

と
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
下
に
は

「三
郎
」
ま
で
し
か
記
し
て
い
な
い
の
も
不
審
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
い
く
と
、
実
は
、
「神
道
集
」
と
い
う
作
品
の

存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
。
「神
道
集
』
（赤
木
文
庫
本
）
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

抑
白
山
権
現
卜
者
、
北
陰
加
賀
′
国
白
山
ノ
雪
山
二
跡
垂
天
ど

彼
御

山
卜
申
ぐ

千
歳
ノ
寒
氷
永
結
テ
解
ヶ
で

四
節
ノ
名
花
ハ
一
時
競
ヒ
開
ク

上
ム
々
０
胡
紫
ノ
白
根
ぐ

白
雪
積
テ
潔
シ
、
婆
梨
ヲ
申
，
山
ト
セ
‥

此

ノ
如
ノ
清
浄
ノ
霊
地
モ

応
跡
和
光
ノ
事
ラ
ハ
ヽ
代
何
レ
ノ
々
ノ
時
卜
ヵ
云
ハ

ζ
此
山
ハ高
聾
ヶ
ｌ
白
雪
初
テ
雨
り
下
タリ
ヶ
翌
日
ヲ‘
権
現
応
跡
ノ示

女
体
也
。
諸
国
ノ
々
分
寺
ぐ
此
時
ョリ
始
了
リト
．‘々
ｏ
一‐劃
引
訓
ス́
、

光
仁
天
王
′
御
宇
、
宝
亀
二
年
辛
亥
ノ
年
、
一因
団
因
団
、
此
ヮ
顕
上
リ



下
ど

…
凡
白
山
権
現
者
、
大
御
前
ハ
十

一
面
観
音
也
。
小
男
地
ハ
本

地
ア
ミ
タ
也
。
因
万
タ
ラ
ノ
面
也
。
別
山
大
行
事
ハ
本
地
請
観
音

也
。
五
人
ノ
王
子
御
在
ス
。
国
閣
り
剣
ノ
御
前
、
御
本
地
ハ
不
動
明
王

也
。
・‥
（不
動
の
説
明
Ｙ
・・囲
囲
円
田
日
ハ
本
地
虚
空
蔵
菩
薩
也
。
・‥

（虚
空
蔵
の
説
明
）
…
同
国
□
田
日
ハ
本
地
々
蔵
菩
薩
也
。
…

（地
蔵

郷
川勒
謂
韮

撃

鋼
諭

場

（弥
勒
の
説
明
）
…
当
社
権
現
ぐ

惣
、デ
五
万
人
千
ノ
釆
女
皆
鶏
鳥

也
。
伺
測
Ｊ
馴
剛
副
り
副
翻
糊
翻
馴
調
。

（貴
重
古
典
籍
叢
刊
１
・
助
～
獅
）

省
略
を
交
え
な
が
ら
引
用
し
た
が
、
以
上
は
、
巻
第
六

・
丹
五

「白

山
権
現
事
」
の
全
部
で
あ
り
、
六
行
日
の
傍
線
部
か
ら
最
後
の
傍
線
部

ま
で
が

『金
玉
要
集
』
に
対
応
し
て
い
る
。
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
「
日
記
」
を
二
つ
挙
げ
る
こ
と
、
「大
朝
」
の
表
記
な
ど
、
二
書
の

重
な
り
は
大
き
い
。
「金
玉
要
集
」
の
本
文
が
、
「神
道
集
」
に
お
け
る

「
五
人
ノ
王
子
」
の
本
地
の
説
明
を
省
略
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「神
道
集
」
で
は

「
五
人
ノ
王
子
」
が

全
て
記
さ
れ
て
お
り
、
一二
郎
の
本
地
が
地
蔵
で
あ
り
、
弥
勒
は
五
郎
の

（３
）

本
地
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
「神
道
集
』
が
直
接
の
典
拠
で
あ
る
と
、
こ
の
例
だ
け
で

判
断
す
る
の
は
短
絡
的
で
は
あ
る
が
、
「金
玉
要
集
」
の
如
き
本
文
が

出
来
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も

『神
道
集
』
の
よ
う
な
本
文
が
前
段

階
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
テ
け
『金
玉
要
集
』
で
は
、
脱

落
が
あ
っ
た
か
、
も
し
く
は
、
は
な
は
だ
拙
劣
な
省
略
が
行
わ
れ
た
と

見
な
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（翻
刻
で
「脱
ア
リ
」
の
注
記
を
つ
け
た

の
は
こ
の
た
め
）。
「磯
馴
帖
』
解
題
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「金
玉

輝

け
整

醐

製

の と
協

鯉

輝

瓶

試

解

議
鮮

観

次
に
挙
げ
る
、
〔第
三
〕
「同
悲
母
事

↑
０
」
に
も
脱
字
が
想
定
で
き

２一
。
冽
「

携
世
務
一習
．マ
常
．症

対̈
面
一、
住
遠
国

一
二
不
尽
礼
儀
一、
隔

遼
遠
一間
、
日
夜
無
向
顔
、
朝
暮
之
言
詞
モ
希
也
。
如
此
人
、
不
訪

病
悩
一、
永
別
テ
悲
深
ク
、
不
間
二
御
音
一、
終
二
隔
歎
切
也
。
母
ハ
是

恩
之
源
、
死
ハ
是
別
之
終
也
。
久
不
離
・始
離
、
常
二
会
テ
暫
隔
之
・

人
、
尚
痛
之
■

測
閃
日

・
４
ｏ
何
測
ヽ
於
永
別
離
し
。

（‐５９
上
１７
～
下
２
）

最
終
行
の
「又
人
惜
ノ
・」
は
ヽ
」ゝ
れ
で
は
お
よ
そ
意
味
を
成
さ
な
い
。

こ
の
部
分
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
の
が
、
〔第
三
〕
「同
悲
母
事

（四
こ

の

一
節
で
あ
る
。

調
引
ヾ
随
世
務
一習
、
或
卜
居
於
遠
国

一
二
ヽ
隔
境
界
遼
遠
．
一．御
子

息
等
↑

日
夜
向
顔
ハ
不
常
ナ

・
ラ
ヽ
朝
暮
之
拝
見
モ
又
希
也
。
母
是
生

始
、
死
ハ
是
分
ノ
終
也
。
久
不
離
・始
別
レ
、
常
二
値
テ
暫
隔
ッ
ル
人
、
尚

痛
之
一、
剰
憫
ｄ
釧
引
「

測
、
不
見
二
病
床
之
御
淡
ダ
、
不
遇
二
終

焉
之
剋
重

一御
ス
人
、
哀
傷
越
芳
人
一、
恋
涙
今

一
染
可
深
一御
事

也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（酸
上
４
～
９
）

二
例
と
も
、
「就
中
」
以
下
、
類
似
す
る
文
辞
が
綴
ら
れ
、
「況
」
で
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永
遠
の
別
れ
の
悲
し
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
久
し
く
顔
を

合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
親
の
死
に
対
し
た
子
の
悲
し
み
を
表
現
す
る
定
型

な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
後
掲
の
例
に
よ
っ
て
、
「又
人
惜
ノ
一」

の
も
と
の
形
デ
「
ど
う
や
ら

「又
惜
之
一習
也
」
で
あ
っ
た
と
推
測
で

き
る
の
で
あ
る
。

「磯
馴
帖
』
翻
刻
で
は
指
摘
を
し
て
い
な
い
が
、
〔第
八
〕
「春
日
大
明

郷
炉
詢筋
蹄
疏
ざ
獅料
坤
曖
ぎ
η
召
同

御
弟
鎌
足
四
男
麻
呂
卜
申
、
是
京
家
也
。
淡
海
公
御
子
、
太
郎
武

智
麻
呂
ヲ
ハ
南
家
卜
申
。
二
男
房
前
参
儀
ヲ
ハ
号
北
家
‥

是
即
、

藤
氏
四
家
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（郷
上
１８
～
下
２
）

こ
の
ま
ま
読
め
ば
、
傍
線
部
の

「此
ヲ
」
は
、
淡
海
公
不
比
等
の
二

人
の
弟

（実
際
は
息
子
）
と
二
人
の
息
子
と
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
以
下
、
弟

一
人
に
京
家
、
息
子
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
南
家

・
北
家
が

当
て
ら
れ
る
形
で
文
章
が
綴
ら
れ
て
い
る
以
上
、
式
家
に
対
し
て
も

「弟
の

一
人
は
宇
合
で
あ
る
」
な
ど
と
い
う
文
言
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

右
の
引
用
を
含
む

「春
日
大
明
神
御
事
」
と
酷
似
す
る
の
が
、
先
ほ

省
ヽ
触
れ
た

「神
道
集
』
の
巻
第
三

・
九

「鹿
島
大
明
神
御
事
」
で
あ

る
。
そ
こ
で
の
対
応
箇
所
に
は
、
果
た
し
て
、（貴

重
古
典
籍
叢
刊
１
・
鰤
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
い」
の
後
に
続
く
文
章
と
も
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

る
。
や
は
り

「金
玉
要
集
」
に
は
脱
文
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
他
に
も
、
「金
玉
要
集
」
に
は
、
た
だ
ち
に
そ
れ
と
判
別
で
き
る

あ
か
ら
さ
ま
な
脱
字

・
脱
文
が
目
立
つ
（１５‐
上
８
、
應
上
２
、
騨
下
１４
、
物

上
６
な
ど
）。
た
だ
し
、
次
の
例
は
、
ど
の
よ
う
な
脱
字
を
想
定
す
る
か

と
い
う
点
に
関
し
て
、
や
や
問
題
あ
る
ケ
ー
ス
と
い
え
よ
う
。

「金
玉
要
集
』
〔第
二
〕
「慈
父
孝
養
之
事
」
に
お
い
て
、
「別
離
」
を

説
く
部
分
の
最
後
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

旦
那
追
善
ノ
袖
ノ
色
ぐ

申
セ
ハ
末
葉
ノ
露
ヽ
聖
霊
恋
慕
之
袂
玉
ぐ

思

ハ
本

ノ
滴

り
也

。
依

之

一
、
囲

囲

閣

ァ

、
刊

劇

剤

「

「

々

々
ハ
常

二
見

子

一
、

諸

仏

ハ
視

衆

生

一
、
尚

如

羅

喉
羅

Ｌ

々
。

　

（
国
下

１４
～
‐７
）

傍
線
部
は
動
詞
に
当
た
る
字
が
な
く
、
下
の
句
を
参
考
に
す
れ
ば
、

す
ぐ
さ
ま

「見
」
な
ど
が
抜
け
て
い
る
と
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で

「荘
厳
論
」
と
い
う
出
典
名
に
着
目
す
る
と
、
件
の
文
言
は
、

「大
乗
荘
厳
経
論
」
に
は
な
い
も
の
の
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
「往

生
要
集
』
巻
中

。
大
文
五
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

囲
囲
躙
園
ア
、
菩
薩
念
二
衆
生
一、
愛
レ
之
徹
二
骨
髄
一。
恒
時
欲
二
利

益

一、
猶
二
如

一
子
・。
故
由
二
此
等
義
一、
園
閣
旧
鳳
冨
、
如
下
父
母

有
レ
子
、
始
生
便
盲
聾
、
慈
悲
心
慇
重
、
不
レ
捨
而
養
活
、
「

不
レ
見
二
父
母
一、
父
母
常
見
↓
子
、
諸
仏
視
二
衆
生
一、
猶
二
如
羅

喉
羅
・。
衆
生
雖
レ
不
レ
見
、
実
在
二
諸
仏
前
一已
上
ｏ

（大
正
蔵
八
四
・
６‐
下
）

こ
れ
は
、
衆
生
に
対
す
る
仏
の
大
い
な
る
慈
悲
を
説
く
部
分
で
あ

此
淡
海
公
ス
御
子
二
人
御
在
ス
。
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覗

』
喝
夢

れ
郭

衝

罐

」

壷

勤

れ
メ

鍔

文
言
は

「有
懺
悔
掲
」
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
「荘
厳
論
」
か
ら
の
引
用
で
は

な
じ
。
従
っ
て
、
「金
玉
要
集
』
の

「子
ハ
父
母
ヮ
・」
は
、
「不
見
」
が

落
ち
て
い
る
可
能
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

類
似
す
る
文
言
を
有
す
る
文
献
を
今

一
つ
挙
げ
て
み
る
。
幸
若
舞
の

『八
島
』
で
あ
る
。

こ
れ
が
警
へ
か
や
、
「刺
¶
コ
困
到
Ｊ
徊
鋼
側
「
「
ぶ
創
目
判
＝
刊

【
翻
剣
団
、
と
説
か
れ
た
り
。
諸
ノ
ヽ
の
仏
は
衆
生
を
思
ひ
給
ヘ

ど
も
、
衆
生
、
仏
を
思
ひ
申
さ
ず
。
高
き
も
卑
し
き
も
、
割
国
刊

割
劇
測
調
「

，
―
「
国
剤
冽
測
倒
馴
州
咽
¶
ズ
岩
波
新
大
系
「舞
の
本
』
４‐０
）

二
つ
目
の
傍
線
部
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
子
は
親
の
こ
と
を
考
え

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
こ
こ
で
は
件
の
文
言
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の
文
献
と
比
較
し
た
場
合
、
「金
玉
要
集
』

の
当
該
部
分
は
、
「不
見
」
を
落
と
し
て
い
る
と
見
る
の
が
穏
当
な
よ

う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「金
玉
要
集
」
で
は
、
こ
と
さ
ら
に

「子
は
親
の

こ
と
を
考
え
て
い
な
い
」
と
い
う
点
を
押
し
出
し
て
い
る
内
容
と
は
必

ず
し
も
言
え
ず
、
果
た
し
て
翻
刻
で
の

「不
見
脱
力
」
の
注
記
は
妥
当

だ
つ
た
か
ど
う
か
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
脱
字

・
脱
文
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、
行
字

・
行
文
も
確

認
を
し
て
お
き
た
い
。
次
の
例
は
、
〔第
三
〕
「同
悲
母
事

公
こ
」
の
中

に
見
え
る
。

伏
惟
、
禅
定
尼
聖
霊
者
、
慈
悲
薫
内

一
二
ヽ
柔
和
稟
性
、
哀
憐
備
リ

親
疎
．
一．、
礼
儀
不
簡
人
ヮ
・。
栄
花
薗
ョ
翅
田
旧
図
囲
日
―、―
日
□
閣

旧Ⅷ
り
、（吐
廂

讚
蝙
仄
踊
」藝

秘鑽
援

郡

、

栄

花

勝

人

一
。

於

天

下

．

一
．

、

非

珈

ホ

ノ
人

一
、

又

非
可
軽
人
一。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（口
上
１７
～
下
２
）

傍
線
部
は
四
角
囲
み
の
部
分
を
繰
り
返
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
四
角
囲
み
に
し
て
も
最
後
に

「母
」
の
落
ち
て
い
る
こ
と
が
、
傍

線
部
か
ら
逆
に
判
明
す
る
（翻
刻
で
は
、
傍
線
部
を
略
し
、
四
角
囲
み
の
「東

夷
ノ」
を

「末
夷
ノ母
Ｌ

に
改
め
た
）。
ま
た
、
即
断
は
し
が
た
い
が
、　
一

行
日
の

「栄
花
」
も
不
自
然
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

瑚
製
一始
鮮
額
恙
羹
炉
襲
僻
粽乳
委
。

□
闘
日
日
囲
中
八
流
ノ
幡
入
、
自
然
此
浜
流
寄
。
故
、
人
幡
申
也
。

鋼
倒
判
司
Ｊ
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（靭
上
５
～
７
）

底
本
で
は
、
傍
線
部
の
「者
箱
」
の
二
字
が
、
行
頭
に
来
て
お
り
、
そ

の
行
は
以
下
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
あ
た
か
も
書
か
れ

ざ
る
説

。
物
語
が
存
在
し
た
か
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
。
し
か

し
、
実
の
と
こ
ろ
は
、
四
角
囲
み
の
部
分
を
誤
っ
て
再
び
記
し
て
し

ま
つ
た
こ
と
に
途
中
で
気
付
き
、
筆
を
止
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（翻
刻
で
は
、
傍
線
部
を
衛
字
と
し
て
省
略
し
て
い
る
）。

こ
の
他
、
翻
刻
で
注
記
し
た
箇
所

（１６５
下
１８
）
も
あ
る
。
ま
た
、
指
摘

は
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
〔第
三
〕
「同
悲
母
事

（四
と

に
記
さ
れ
た
、

孝
子
と
し
て
有
名
な
張
敷
の
説
話
に
お
け
る
、
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漢

土

二
長

敷

卜

云

者

、

一
才

．ラ

テ
別

母

．

一
．

、

不

生

覚

Ｌ

鼎

「

初

割

鋼

「

悲
母
ノ
形
見
二
置
シ
古
キ
扇
ヲ
見
テ
泣
悲
、ζ
侍
．ム
々
。
　

（口
下
１５
～
“

と
い
う
部
分
も
行
字

・
衛
文
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
を

来
し
た
本
文
が
、
い
か
に
わ
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
か
は
、
一一言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
「金
玉
要
集
』
に
お
け
る
当
て
字
や
誤
写
は
、
例
え
ば
、
「孝

用
天
皇
」
（１７３
下
こ

、
「神
周
皇
列
」
（膠
下
１５
い
し

、
「禽
則
」
（獅
上
じ

な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
「慕
」
に

「暮
」
（団
下
１３
‐５
、
‐６３
下
１４
、
醐

上
１４
、
Ｂ
下
３
、
‐８９
上
５
、
朋
上
５
）、
コ
ホ
」
に

「
＃
」
（‐７３
下
１３
、
‐７６
上
９
、

瞬
上
１７
、
２‐‐
下
１９
、
２‐２
上
６
１４
‐６
、
２‐２
下
１
）、
「歎
」
に

「難
」
赳
脳
下
６
、

邸
下
８
、
‐８９
上
１２
）、
「座
」
に

「床
」
（１８６
上
２
、
‐８６
上
１６
）、
「努
々
」
に

「奴
々
」
（塑
下
６
）
を
当
て
て
い
る
例
な
ど
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「如
」

と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を

「事
過
ヌ
レ
ハ
夢
轟
倒
。
夢
ノ
事
で

時
二当
テ
覚

二似
タ
ピ

（”
下
３
～
４
）
と
し
て
し
ま
つ
て
い
る

一
方
で
、
「始
」
と
書

く
べ
き
と
こ
ろ
を

「如
．ス
釈
迦
ノ
像
ラ
テ
涌
現
シ
玉
ケ
ル
ヲ
、
…
次

ス̈
弥

勒
之
像
ニ
テ
顕
レ
玉
ヘ
リ
」
（朋
下
６
～
８
）
と
し
て
し
ま
つ
た
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
以
上
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
、
全
体

を
通
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る

（翻
刻
に
際
し
て
は
、
お
お
む
ね
正
字
に
訂
す

る
か
、
も
し
く
は
傍
注
を
付
し
て
い
る
）。

こ
れ
ら
の
原
因
が
、
書
写
者
側
に
あ
る
の
か
、
親
本
の
状
態
に
あ
る

の
か
は
俄
に
決
し
が
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
つ
た
事
象
は
、
「金
玉

要
集
」
一
人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
単
純
に
当
て
字

や
誤
写
と
断
定
す
る
こ
と
に
問
題
の
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。
取

り
立
て
て
触
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
数
の
多
さ
を
や
は
り
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ボ
琥
計
脚持っ詢脚膿悧詢一利鰊酵
読
撃
ぃ。

（‐５８
上
７
）

こ
れ
は

〔第
三
〕
「悲
母
之
事

（
こ
」
に
あ
る
、
経
文
の
引
用
で
あ

る
。
こ
こ
で
出
典
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る

「雑
趣
経
」
な
る
経
典
は
、

管
見
の
限
り
で
は
そ
の
名
を
確
認
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
散
供
し
た
も

の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
実
は
、
右
の
部
分
に
類
似
す
る
文
言
は
、

「仏
説
父
母
恩
難
報
経
」
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
挙
げ
て
み

２一
。
右
肩
負
父
。
劇
鳳
日
翻
「
劃
爛
劉
劇
「

正
使
便
利
背
上
。
然
無
有

怨
心
於
父
母
。
此
子
猶
利
劇
罰
樹
ａ
割
彎
（大
正
蔵

一
六
・
■
下
～
初
上
）

あ
る
い
は
、
「法
苑
珠
林
』
巻
第
五
十

・報
恩
篇
第
五
十

一
・
引
証
部

第
二
に
は
、

又
囲
園
圏
冨
。
左
肩
持
父
右
周
期
回
Л
綱
□
「
鋼
便
利
背
上
。
猶

湘
劇
劉
贄
困
矧
引
園
電
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
正
蔵
五
三
・
鮒
下
）

と
あ
り
、
よ
り

『金
玉
要
集
」
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
「諸
経
要

集
』
巻
第
八
・報
恩
部
第
十
三
・報
恩
縁
第
二

（大
正
蔵
五
四
・
６８
上
）
に

も
、
「又
難
報
経
云
」
と
し
て
同

一
部
分
の
引
用
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ど
う
も

「金
玉
要
集
』
の

「雑
趣
経
」
は
、
も
と
は

「難
報

経
」
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
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こ
の
推
測
を
補
強
す

る

の
が
、
「
金
玉
要
集
』
〔第

八
〕
「
泉
式
部
祈
往

生
正
蝶
樺
脂

〓
辞
一
μ
壼
ち
畔
淵
劉
訓
「
変

ツ

ヽ
マ
ル
命
ノ
悲
、
又
思

初

鋲

稀

燿

詠

ｐ

に
】
凱

謂

杯

」

罐

嗣
墓

の
場
合
の
参
考
に
な
る
。
「屠
所
趣
羊
」
の
方
が

「報
」
よ
り
も
、
意
味

的
に
は
適
切
で
あ
ろ
う
。
「報
」
と

「趣
」
と
は
、
そ
の
草
体
に
似
た
も

の
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
「雑
趣
」
も
、
「難
報
」
の
誤
写
に
起
因
す
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
の
例
は
、
〔第
二
〕
「六
度
集
経
事
」
の
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

抑
、
父
恩
、
不
限
二
浄
飯
王
経
．
・．、
諸
経
二
散
在
セ
ど
□
関
固
圏
冨
、

左
肩
荷
父
一、
邊
須
弥
一山
、
一
百
千
通
ス
ト
云
ト
モ
、
不
能
報
謝

一

日
養
「
則
Ｌ
々
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（‐５２
上
９
～
Ｈ
）

奇
妙
な
印
象
を
与
え
る
の
が
、
最
後
の

コ
ム
日
」
で
あ
る
。
「云
日
」

で
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
原
拠
を
確
認
し
て
み

る
と
、
「最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
浄
除
業
障
呪
経
』
に
、

日
鳳
□
剣
右
肩
担
母
。
一ヨ
須
引
耐
∃
到
引
制
岬

血
流
没
躁
尚
利
劇

細
判
ロー
翻
劇
判
∃
馴
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
正
蔵
一
九

・
３５９
上
）

と
い
う
文
言
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
で
問
題
が
解
決
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
引
用
さ
れ
る
経
文
が
、
前
掲

〔第
三
〕

「悲
母
之
事

（
こ
」
で
の
も
の
に
も
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る

と
、
ど
う
や
ら

「云
日
」
は

「育
」
が
分
解
さ
れ
て
し
ま

っ
た
結
果
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
親
本
の
段
階
で
な
の
か
、
底
本
の
書
写
段
階

で
な
の
か
、
こ
れ
も
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
意
味
を
よ
く
理
解
せ
ず

に
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
例
で
あ
る

（な
お
、
「須
弥
・山
」
の
返

り
点
も
誤
写
と
い
え
る
）。
し
か
も
、
底
本
で
は

コ
ム
」
が
行
末
、
「
日
」
が

行
頭
に
記
さ
れ
て
お
り
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
、
「育
」
と
予
想
す
る
の

が
困
難
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
の
例
は
、
〔第
三
〕
「同
悲
母
事

含
し
」
の
冒
頭
で
あ
る
。

花
下
半
日
之
客
、
速
悲
散
コト
ヮ
春
嵐
一、
月
前

一
夜
之
友
、
又
惜
キ

隠
二
暁
ノ
雲
一。
只
等
閑
之
奥
套
之
伴
、
惜
如
此
一。
況
、
於
先
批
生

死
ノ
永
御
別
．
一．乎
ｏ
固
目
更
数
留
此
、
週
剣
之
春
属
又
多
残
此
一。

（‐５９
上
１２
～
‐５
）

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
「磯
馴
帖
」
で
は
存
疑
と
し
て
こ
の

ま
ま
翻
刻
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

「昌
子
」
で
あ
る
。
一
見
個
人
名
の

よ
う
だ
が
、
「金
玉
要
集
』
に
お
い
て
は
、
故
事

・
説
話
を
除
い
て
個
人

名
が
具
体
的
に
記
さ
れ
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
。
続
く

「近
従
」
と
対

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い」
れ
は
誰
か
の
死
去

に
よ
っ
て
後
に
残
さ
れ
た
者
の
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
一
般
名
詞
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
〔第
七
〕
「北
野
天
神

御
事
」
の
、

菅
承
相
ハ
重
代
二
非
ス
ト
云
卜
で
回
躙
り
流
ヮ
汲
．Ｊ
冊
り
風
ヲ
仰
キ
玉
ヘ

リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（朗
上
２
）

で
あ
る
。
字
は
四
角
囲
み
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
「商
山
」
に
対
応

す
る
も
の
と
し
て
は
、
「渭
水
」
が
本
来
的
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
「北
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野
天
神
縁
起
」
（承
久
本
等
）
や
、
「北
野
天
神
御
事
」
に
極
め
て
本
文
が

近
い
と
さ
れ
る

「荏
柄
天
神
縁
起
『
な
ど
で
も
当
該
箇
所
は

「渭
水
」

で
あ
る
。
こ
こ
に

「金
玉
要
集
』
の
中
に
お
い
て
、
「胃
」
を

習
屋

に

近
い
字
体
で
書
く
例
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
件
の
「昌
」

も
、
も
と
は

「胃
」
の
形
に
近
い
字
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
「冑
」
で

あ
る
。
も
し
、
「昌
子
」
が

「冑
子
」
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
「跡
継
ぎ
」
の

意
味
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
問
題
は
な
い
と
い
え
よ
ぉヽ

最
後
に
、
〔第

一
〕
「甥
之
事
」
に
お
け
る
例
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

古
人
筆
云
、
俊
賀
， 夕
後
舅
一之
人
、学
汁
冽
釧
者
鵬
ル
虜
之
嬢
．‘云
。

（Ｗ
下
１
～
２
）

傍
線
部
の
よ
う
に

「等
」
を

「あ
ぢ
き
な
し
」
と
訓
ず
る
例
は
、
今

の
所
、
未
見
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ナ
シ
」
の
下
の

「等
」
も
、
こ
の
ま
ま

で
は
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
「温
故
知
新
書
』
複
用
門

に
見
え
る
、
「等
将
」
に
対
す
る
訓
、
「
ア
チ
キ
ナ
シ
」
を
踏
ま
え
る
な

ら
Ｌ
Ｙ
「
ナ
シ
」
は
も
と
付
訓
で
あ
っ
た
も
の
の
一
部
が
本
文
化
し
た

も
の
、
二
つ
目
の

「等
」
は

「将
」
の
草
体
を
見
誤
っ
た
も
の
と
解
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
先
∝

四

こ
こ
ま
で
は
、
「金
玉
要
集
』
の
い
わ
ば

「負
」
の
面
を
取
り
上
げ
て

き
た
。
し
か
し
、
逆
に

「正
」
の
面
に
も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
も
の
の

一
つ
が
、
他
の
文
献
と
の
重
な
り
の
多
さ

で
あ
る
。
前
節
で
も
、
「神
道
集
」
な
ど
に
言
及
し
た
が
、
本
節
で
は
、

引
用
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
経
典
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
指
摘
を
し

て
み
た
い
と
思
う
。

「金
玉
要
集
」
に
限
ら
ず
、
「～
経
云
」
と
書
い
て
経
文
が
引
用
さ
れ

る
場
合
、
現
存
す
る

「
～
経
」
の
中
に
経
文
が
見
出
せ
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
見
出
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

〔第
三
〕
「悲
母
之
事

（
こ
」
に
は
、

国
園
日
ア
、
若
有
男
女
、
依
母
ノ
教
順

一
二
ヽ
顔
色
不
相
違
一、
一
切

災
難
尽
ク
消
除
、
諸
擁
護
常
安
穏
．ム
々
。
　
　
　
　
（１５９
上
７
～
８
）

と
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
文
言
は
、
「報
恩
経
」
で
は
な
く
、
「心
地
観
経
』

巻
第
三

・
報
恩
品
第
二
之
下

（大
正
蔵
三
・
畑
下
）
に
見
え
る
も
の
で
あ

る

（若
千
の
異
同
あ
り
）。
直
接
経
典
に
拠
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
窺

え
る
が
、
「金
玉
要
集
』
の

「
～
経
云
」
に
注
目
す
る
と
、
他
の
文
献
と

の
関
連
な
ど
、
興
味
深
い
事
象
が
し
ば
し
ば
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
〔第
五
〕
「率
都
婆
事
」
に
は
、

国
田
□
囲
回
旧
ア
、
判
都
到
洲
１
例
剣
風
日
、
照
三
途
八
難
、
従

未
時
下
、
六
欲
四
禅
、
四
無
色
天
文
。
　

　

　

　

（輌
下
８
～
９
）

と
い
う
経
文
の
引
用
が
あ
る
。
現
行
の

「無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
』
（大

正
蔵
一
九
所
収
）
に
は
、
こ
の
よ
う
な
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
文
言
が

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
同
じ
く

「浄
光
陀
羅

尼
経
」
を
引
用
し
、
か
つ
安
居
院
唱
導
と
の
関
係
が
深
い
資
料
が
存
在

す
る
。
真
福
寺
蔵

『因
縁
処
」
で
あ
ろ
”
そ
の

「率
都
婆
事
」
に
は
、



回
囲
□
田
□
回
旧
旧
ア
、剰
制
測
筋
謝
目
倒
響
土．ス
日
中
一二没
元

間
八
難
底
．
・．。
自
日
中
至
日
没
・至
悲
想
々
想
天

一
二
故

Ｔ̈
無
間
八

難
底
二
沈
衆
生
皆
離
苦
得
楽
ス
ル
文
ｏ

（真
福
寺
善
本
叢
刊
３

『説
経
才
学
抄
』
り
上
）

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

引
用
さ
れ
る
経
典
名
が

『因
縁
処
」
と
共
通
す
る
例
は
、
さ
ら
に
見

出
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
〔第
五
〕
「塔
之
事
」
で
の
、

日
剛
旧
ア
、
若
起
塔
人
、
七
種
ノ
功
徳
ヲ
成
就
。
一
得
国
王
位
、
二

得
那
羅
延
力
一、
三
得
寿
命
長
遠
、
四
得
大
福
貴
身
ラ
・ヽ

五
得
仏

菩
薩
慈
悲
、
六
得
三
明
六
通
、
七
ハ
得
仏
果
ヲ
一文
ｏ
（‐７７
下
５
～
７
）

で
あ
る
。
「因
縁
処
』
で
は
、

日
圃
ロ
ア
、
造
塔
人
得
十
種
勝
利
。
一
者
不
生
辺
地
国
民
中
、
二

者
不
受
貧
窮
、
一二
者
不
得
愚
痰
邪
見
之
身
、
四
者
得
十
六
大
国
王

位
、
五
者
得
寿
命
長
遠
、
六
者
得
金
剛
那
羅
延
身
、
七
者
得
無
此

広
大
福
徳
、
入
者
蒙
諸
仏
菩
薩
慈
、
九
者
得
三
明
六
通
八
解
脱
具

足
、
十
者
生
十
方
浄
土
無
疑
奄

（真
福
寺
善
本
叢
刊
３

『説
経
才
学
抄
』
佃
上
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
文
言
が

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の

の
、
塔
を
造
る
と
得
る
こ
と
の
で
き
る
徳
の
列
挙
に
お
い
て
〈、た
も
に

出
典
を

『警
喩
経
」
と
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
「因
縁
処
』
以
外
に
も
、
」ゝ
の
よ
う
な
重
な
り
を
見
せ
る
資
料
の

存
在
す
る
可
能
性
は
充
分
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
資
料
の
博
捜
は
、
今

後
と
も
続
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

を
か
ｘ
融
薇
『
緞
一翡
謀説
覇
ヽ
フ
也
。期
Ｖ

ハ
、
講
塔
。
新
訳
云
、
後
率
都
婆
者
、
云
有
舎
利
者
．．
々
。
十

一
面

輩

夭

咆

雄鱚

刺証ｙ

黎

纂
越
鵜
珊
酬
呂
鴫
笏
翠口弊
製
叫夢
権

輪
霧
「後
評
嘲罐
瓢
弊
‰
球磐
編
誌
雌

〓霧
。。新
等
鼈
委

魏

構

こ哺維Ｆ型罐罫判瀬一沌硼罐塩一詭鳴れヽ。以下（嚇獅岬純ゴ辮撃

籍
騨
騎
藁
彗
脚
鶴
牡
紺
蔀
鉾
［
導
婁
醗

鋼
翠
図
藁
拷型
梅葬
精動請
舗

翡
甦
調藤
馨
婆の呼称罪
鋤ど
裳

舞
「
け
鵬
勝
卸
い
れ
醐
家↑鐸
鍾
一唆
し『堪
諜
轟

合
博
志
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
善
通
寺
蔵
コ

切
設
利
羅
集
」
に
も
、
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園
田
田
圃
回
園
云
、
工
旧
団
幽
、
有
舎
利
者
名
為
塔
婆
、
元
舎
利

者
名
四
支
提
。
瓜
剛
囲
圏
、
有
舎
利
名
率
親
婆
、
元
舎
利
但
名
制

夕々
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
ウ
）

と
あ
る
。
卒
塔
婆
に
つ
い
て
説
く
場
合
、
右
の
三
書
に
共
通
す
る
文
言

は
常
套
的
に
使
わ
れ
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。
な
お
、
「金
玉
要
集
』
の

「薬
王
品
甫
正
記
」
は
未
詳
で
あ
る
。
仮
に
そ
れ
が

「法
華
文
句
輔
正

記
』
の
薬
王
品
の
部
分
を
意
味
す
る
と
し
て
も
、
コ

切
設
利
羅
集
』
の

「薬
王
品
輔
正
義
」
に
つ
い
て
落
合
氏
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
右

に
挙
げ
た
文
言
は
そ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
為
″

こ
の
よ
う
に

『金
玉
要
集
」
に
は
、
様
々
な
資
料
と
の
関
連
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も

『澄
憲
作
文
集
』
、
「転
法
輪
抄
」
、
喜
口泉

集
』
、
「拾
珠
妙
」
な
ど
と
重
な
る
文
言
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
し
、

「沙
石
集
」
と
の
関
係
も
看
過
で
き
な
喝
に
ま
た
、
芸
能
と
の
関
係
か
ら

い
え
ば
、
幸
若
舞
な
ど
と
も
通
底
す
る
説
話
や
表
現
も
い
く
つ
か
あ

る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
が
、
各
方
面
か
ら

の
発
言
も
待
た
れ
る
所
で
あ
る
。

五

以
上
、
「金
玉
要
集
」
の
本
文
に
つ
い
て
、
気
付
い
た
点
を
い
く
つ
か

指
摘
し
て
み
た
。
特
に
前
半
は
、
些
細
な
問
題
の
列
挙
に
終
始
し
て
し

ま
っ
た
感
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
本
文
自
体
の
基
礎
的
な
検
討
が
ま
ず

必
要
と
考
え
た
結
果
で
あ
る
。
第

一
節
で
触
れ
た
近
本
氏
の
壮
大
な
試

み
に
比
べ
れ
ば
、
本
稿
で
提
示
し
得
た
結
果
は
微
々
た
る
も
の
に
過
ぎ

な
い
が
、
な
に
と
ぞ
大
方
の
御
教
示
を
仰
ぎ
た
く
思
う
。

注（１
）
先
行
研
究
は
、
『磯
馴
帖
』
解
題
を
参
照
の
こ
と
。

（２
）
近
本
謙
介
氏
「唱
導
の
文
の
集
成
―
内
閣
文
庫
蔵
『金
玉
要
集
』
を
め
ぐ
っ

て
―
」
（伝
承
文
学
研
究
会
平
成
十
四
年
度
大
会
資
料
　
平
成
１４
・
８
）。

（３
）
な
お
、
長
寛
元
年

（
一
三
全
こ

成
立
と
さ
れ
る
『白
山
之
記
」
に
も

「王

子
五
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
地
仏
の
記
載
は
な
い
。

（４
と
神
道
集
』
の

「五
人
ノ
王
子
」
の
う
ち
、
「太
郎
」
の
本
地
が

「請
観
音
」

と
な
つ
て
い
る
こ
と
も
、
『金
玉
要
集
』
の
「清
観
音
」
と
い
う
表
記
の
も
と

の
形
が
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
推
測
さ
せ
る
。
あ
る
い
は
「金
玉
要
集
』

で
も

「圭盟

と
翻
刻
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（５
）
注
２
近
本
氏
発
表
資
料
で
も
、
〔第
八
〕
「春
日
大
明
神
御
事
」
と

『神
道

集
」
と
の
重
な
り
に
言
及
し
て
い
る
。

（６
）
『磯
馴
帖
』
の
翻
刻
で
は
、
「情
之
・習
也
」
と
注
記
し
た
が
、
「情
」
は
「惜
」

と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
「中
一
劫
」
（”
下
１６
）
も

「
一
中
劫
」
が
正

し
い
。
と
も
に
校
正
ミ
ス
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
し
、
お
詫
び
申

し
上
げ
る
。

（こ

注
５
。

（８
工
往
生
要
集
」
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
は
、
〔第

一
〕
「祖
父
母
事
」
の
、

劉

劃

劉

「

瀾

司

創

「

到

劉

劃

詞

訓

劇

嘲

彼
ノ
親
ノ
念
子
念
カ
ノ
深
．
一
．
故
．Ｔ
安
穏
二
生
長
ス
ゴ
ム
ヘ
ど

何
況
於
人

倫
．
一
．
乎
ｏ
祖
父
祖
母
之
念
力
、
徹
骨
髄
．
一
．
、
愛
子
思
深
ヵ
故

Ｔ̈
奉
祈
仏



天
．マ

子
孫
繁
昌
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閻
下
８
～
Ｈ
）

も
注
意
さ
れ
る
。
実
は
、
本
文
に
挙
げ
た

「往
生
要
集
』
引
用
文
の
直
前
で

一
一
一

、

有
論

（大
智
度
論
）
云
、
書
如
・」
小子
・。
母
若
不
レ
念
、
子
則
爛
壊
。
衆

生
亦
爾
。
仏
若
不
レ
念
、
善
根
即
壊
。
　

　

　

（大
正
蔵
八
四
・
６．
下
）

と
、
衆
生
に
対
す
る
仏
の
慈
し
み
を
、
魚
の
母
子
を
喩
え
に
し
て
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る
。
「金
玉
要
集
』
で
は

「藻
塩
草
」
な
ど
と
い
う
語
も
入
っ
て
い

る
な
ど
、
「往
生
要
集
』
か
ら
や
や
遠
ざ
か
っ
た
形
に
は
な
っ
て
い
る
の
だ

が
、
本
文
で
挙
げ
た
例
と
併
せ
見
た
時
、
た
と
え
直
接
の
典
拠
で
な
い
に
し

て
も
、
「往
生
要
集
』
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。
な
お
、
魚
を
用
い
た
喩
え

で
、
「金
玉
要
集
』
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
「八
幡
宮
寺
巡
拝
記
」
（鎌
倉

期
成
立
）
下
に
、

覆
護
衆
生
卜
云
ハ
、
・‥
則
、
龍
樹
ノ
論
ヲ
引
テ
、
タ
ト
ヘ
ハ
駕
ノ
母
ノ
如

シ
。
子
ヲ
マ
モ
ラ
サ
レ
ハ
子
則
壊
爛
ス
ト
云
、
心
ハ
魚
ノ
母
、
或
ハ
石
ノ

川
矧
劃
刷
劃
∃
引
判
別
剣
剣

チー
コ
引
創
り
列
刊

アー

タ
ヽ
ム
ル
事
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
母
常
二
子
ヲ
守
力
故
．Ｔ

子
則
魚
ト
ナ
ル
。

若
母
死
レ
ハ
、
守
ル
物
ナ
キ
カ
故
二
此
子
則
壊
爛
ス
ル
也
。

（古
典
文
庫

「中
世
神
仏
説
話
』
“
～
“
）

と
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

（９
）
新
大
系
脚
注
は
、
一
つ
目
の
傍
線
部
に
つ
い
て
、
「出
典
未
詳
。
洛
陽
誓
願

寺
縁
起
と
関
係
あ
る
か
」
と
す
る
。
確
か
に

「洛
陽
誓
願
寺
縁
起
』
（続
群
書

類
従
２７
下

・
知
下
）
に
も
、
同

一
文
言
が
見
出
せ
る
が
、
そ
れ
で
も
表
現
の

淵
源
と
し
て
の
「往
生
要
集
』
の
存
在
は
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
幸
若
舞
に
関
し
て
は
全
く
の
不
案
内
で
あ
る
の
で
、
幸
若
研
究
の
側

か
ら
御
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
１０
）
「暴
」
に

「
暑
」
な
ど
と
い
う
字
を
当
て
た
例

（
２‐９
上
１７
）
も
あ
る
。

（
Ｈ
）
「歎
」
に

「難
」
の
字
を
当
て
る
例
は
、
「今
昔
物
語
集
」
巻
第
九

・
九
話

な
ど
に
も
見
え
る
。

（
‐２
）
近
本
謙
介
氏
の
御
指
摘
に
よ
る
。

（
‐３
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
氏

「唱
導
に
お
け
る
天
神
―
金
玉
要
集

の
場
合
―
」
（
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
　
続
』
所
収
　
平
成
７
　
和
泉

書
院
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
‐４
）
た
だ
し
、
「尚
子

（長
子
の
意
と

な
ど
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

以
上
に
挙
げ
た
例
の
他
に
も
、
〔第
九
〕
「泰
澄
大
師
御
事
」
の
、
白
山
に
登
っ

た
泰
澄
が
、
白
山
権
現
達
か
ら
名
乗
り
を
受
け
る
場
面
に
お
け
る
、
「我
是
、

妙
理
大
菩
薩
神
務
潮
翻
測
朝
矧
ｌ
Ｊ
割
到
劉
馴
ヨ
到
引
、
失
了
」
（
２‐５
上
１４
～

‐５
）
は
、
そ
の
前
の

「吾
、
妙
理
大
菩
薩
ノ
神
務
輔
佐
、
行
事
貫
首
ナ
リ
０
名

曰
小
白
山
ょ

‥
隠
給
ヌ
」
（
２‐５
上
１２
～
‐４
）
と
対
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
「
ヨ

リ
」
を

「ナ
リ
」
の
誤
写
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
話
を
記
す

「泰
澄

『
鐸

晦

胚

“

箱

零

己

劉

］
疵

輌

薦

名
日
大
己
貴
益
」
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
‐５
）
こ
の
訓
に
つ
い
て
は
、
寺
島
修

一
氏

「
温
故
知
新
書
』
引
書
政
―

「仲
文

章
」
の
場
合
―
」
翁
文
学
史
研
究
」
３４
　
平
成
５

・
１２
）、
及
び

『諸
本
集
成

仲
文
章
注
解
」
（平
成
５
　
勉
誠
社
）
晰
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
‐６
）
な
お
、
「古
人
筆
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
今
の
所
、
不
明
で
あ
る
。

「金
玉
要
集
」
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
「俗
書
一ム
」
（
１４６
下
１８
）、
「古
人
云
ル

事
ア
リ
」
（
１５５
上
８
）
、
「世
俗
ノ
文
書
．ス
」
（
１５６
下
２
）
、
「世
俗
文
書
ノ
中
云
」

（
‐６９
下
４
）
、
「世
俗
ノ
家
．ご

（
１７４
下
４
～
５
）
、
「古
人
筆
一ム
」
（
鵬
上
１６
）
な
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ど
と
い
う
引
用
が
あ
る
が
、
典
拠
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。

（
‐７
）
真
福
寺
善
本
叢
刊
３

「説
経
才
学
抄
」
（平
成
１２
　
臨
川
書
店
）
の
山
崎
誠

氏
解
説
に
よ
れ
ば
、
「因
縁
処
』
は
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
挿
架
さ
れ
て

い
る
三
帖

（他
は

「諸
聖
教
説
釈
」
と

『説
経
才
学
抄
じ

の
う
ち
の
一
つ
で

あ
り
、
こ
れ
ら
は
も
と
は

一
具
の
も
の
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

同
解
説
で
は
、
こ
れ
ら
が
安
居
院
な
ど
の
天
台
系
唱
導
書
に
依
存
じ
つ
つ
、

真
言
僧
用
に
改
訂
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
、
そ
の

成
立
を
正
和
四
年

（
一
三

一
五
）
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
な
お
、
同
解
説
で

は
、
「因
縁
処
」
と
い
う
形
で
同
書
名
を
挙
げ
る
が
、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け

る
た
め
、
「　
」
を
用
い
た
。

（
‐８
）
「金
玉
要
集
』
に
は
、
「奇
法
経

（未
詳
）
云
」
と
し
て

「造
立
精
舎
」
の

十
徳

（
“
上
１０
～
１３
）
、
「十
輪
王
経

（未
詳
）
云
」
と
し
て

「造
立
率
都
壼

の
八
種
功
徳

（
１７７
上
５
～
８
）
、
「花
厳
経
云
」
と
し
て

「建
石
塔
」
の
七
種

功
徳

（
１７７
下
１８
～
憫
上
２
、
た
だ
し

『華
厳
経
」
に
こ
の
よ
う
な
文
言
は
な

い
）
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
唱
導
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
徳
の
列
挙
が
い

か
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
か
が
窺
え
よ
う
。
な
お
、
最
後
の

「花
厳
経
云
」

以
下
の
功
徳
は
、
「言
泉
集
」
で

「教
蒙
得
度
経

（未
詳
）
云
」
と
し
て
引
用

さ
れ
る
文
言
に
酷
似
し
て
い
る

（注
２
近
本
氏
発
表
資
料
で
も
触
れ
ら
れ
て

い
る
）
。
ま
た
、
Ｆ
一国
伝
記
』
巻
第
三

・
第
十
二
話

「灌
頂
率
都
婆
功
徳
事
」

で
も
、
経
典
名
は
記
さ
な
い
な
が
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
七
種
功
徳
が
「行
脚
ノ
僧
（石

山
寺
の
如
意
輪
観
音
の
化
身
と

の
口
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。

（
‐９
）
落
合
博
志
氏

「善
通
寺
蔵

『
一
切
設
利
羅
集
」
―
影
印
並
び
に
引
書
考
証

―
」
（国
文
学
研
究
資
料
館

「調
査
研
究
報
告
」
１８
　
平
成
９

・
６
）
に
よ
れ

ば
、
同
書
の
伝
来
な
ど
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
主
に
経
典
や
中
国

撰
述
の
注
疏
、
中
国
の
仏
教
関
係
史
伝
や
霊
験
記
類
に
見
え
る
舎
利

・
塔

・

率
塔
婆
の
功
徳

・
霊
瑞

・
由
緒
な
ど
を
説
い
た
要
文
を
蒐
集

・
編
纂
し
た
も

の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
２０
）
注
１９
落
合
氏
論
文
の

「引
書
の
考
証
」
で
は
、
「
輔
正
義
」
は
、
或
い
は

道
退
述

『法
華
文
句
輔
正
記
』
か
。
た
だ
し
同
書
の
薬
王
品
の
項
に
は
、
該

当
す
る
文
は
見
出
せ
な
い
」
と
す
る
。
も

っ
と
も

『法
華
文
句
輔
正
記
』
巻

第
八

・
釈
見
宝
塔
品
に
は
、
「僧
祇
律
云
、
無
舎
利
名
支
提
、
有
舎
利
名
塔
」

（卍
続
蔵
経

。
一
・
四
五

・
二
１３３
ウ
）
と
類
似
の
文
言
が
見
え
る
。

（
２‐
）
『澄
憲
作
文
集
」
「転
法
輪
抄
」
喜
口泉
集
」
と
の
関
係
は
、
注
２
近
本
氏
発

表
資
料
に
も
指
摘
が
あ
る
。
「沙
石
集
」
と

「金
玉
要
集
」
と
の
間
に
重
な
り

が
見
出
せ
る
こ
と
は
、
阿
部
泰
朗
氏

「唱
導
に
お
け
る
説
話
―
私
案
抄
―
」

∩
説
話
と
儀
礼
　
説
話

・
伝
承
学
８５
」
所
収
　
昭
和
６‐
　
桜
楓
社
）
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
。（や

ま
ざ
き

。
じ
ゅ
ん
　
大
阪
工
業
大
学
非
常
勤
講
師
）
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